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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 愛知県飛島村開発部整備推進課 

②事業名 ふれあいの郷再編整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

※該当する番号に○（いずれか

一つ） 

 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

飛島村竹之郷地域の約 27,000 ㎡（うち開発予定面積約２0,000㎡）

の公有地で観光交流拠点を整備するという方針が決まっていますが、観

光交流拠点の機能や規模、また、テナントとして何者程度の事業者が関

心を持つのか、また、どのような公募条件であれば事業者の参画が容易

になるかなど、特定の事業・条件について具体的な助言・提案を希望す

る段階。 

④サウンディングの目的 ○本村では人口減少や飲食店等の減少が進んでおり、この傾向は更に

進むことが予測され、村の活力が徐々に失われていくことが懸念さ

れています。また、本村は市街化調整区域かつ農業振興地域に位置

付けられていることから、開発が難しく、交流人口が少ないことも

課題です。 

○そこで、本村では、観光入込客数の増加、村内店舗への誘客、雇用

創出、村の魅力発信等、村の活気と魅力づくりを促進し、交流人口

の増加を図ることを目的として、社会福祉施設である「ふれあいの

郷」を観光交流拠点として再編整備することを第５次飛島村総合計

画の重点施策として位置づけています。 

○再編整備する「ふれあいの郷」周辺には、主要道路の東西に国道 23

号、南北に国道 302 号が、また、東側には名古屋第二環状自動車

道、南側には伊勢湾岸自動車道が通っているため、名古屋方面、三

重県方面のどちらからでもアクセスしやすい場所に立地していま

す。 

○観光交流拠点のコンセプトは「ふらっと」とし、誰もが「ふらっ

と」気軽に立ち寄ることができる、そして、子育て世代、高齢者、

障がい者など誰もが「ふらっと」な関係性で交流できる空間を、干

拓で生まれた平ら「ふらっと」な村のにぎわい拠点として整備しま

す。 

○後述の事業内容について、持続可能な観光交流拠点の運営を行うた

めの再整備方法について、民間事業者が有する柔軟なアイデアを取

り入れるため、また、本事業に対する意見・要望及び民間事業者の

参加意向を把握するため、サウンディングを実施するものです。 
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⑤民間事業者に対する質

問事項 

○ふれあいの郷既存敷地（約 20,000 ㎡）を活用して、次のような導入

機能を想定しています。 

①温浴施設 

・本施設固有の観光資源である温泉を活用し、誰でも利用できる温泉観

光施設を設置し、交流人口の増加を図る 

②飲食・物販等 

・地場産品等を販売し、飛島村の PRを実施 

・敷地内の福祉関連部門と連携し、高齢者や障がい者の社会参加の促進

を図る 

③休憩スペース等 

・村の景観を楽しむことができる休憩スペース、子どもが遊べるスペー

ス等により、来訪者の滞在時間の増加を図る 

④イベントスペース 

・キッチンカーイベントやマルシェの開催等が可能なイベントスペース

を配置し、地元事業者の出店等による産業振興を図る 

⑤チャレンジショップ 

・飲食・物販店等の起業希望者が利用可能な出店スペースを配置し、村

内での起業を支援 

⑥観光機能 

・観光案内や情報発信（飛島村観光交流協会が入居予定） 

⑦駐車場機能 

・来訪者の増加を見据え、駐車場を整備（利用料無料） 

○官民連携手法としてどのような手法が想定され得るか、また、どの手

法が適しているかについて提案いただきたい。また、設計・施工・運

営を一体的に実施した場合と個別に実施した場合の事業期間や全体

事業費についてどのような違いが出そうか意見をいただきたい。 

○施設計画について、周辺の競合施設と共存共栄でき、村外（名古屋市

等）からも集客するために必要な機能規模はどのくらいか。 

○管理運営体制について、温浴施設、飲食・物販販売、休憩スペース、

イベントスペース、チャレンジショップ機能及び情報発信施設である

飛島村観光交流協会を整備する予定であるが、運営手法が具体的に決

まっておらず、どのような運営形態にすれば良いのか具体的な助言・

提案をいただきたい。（すべての施設を１者で指定管理、直営＋指定管

理、複数社の指定管理） 

○運営事業者として、行政に期待する支援や配慮についてご意見をいた

だきたい。また、参画意欲を上げるにはどのような条件が必要か。 

・適正な指定管理料に対する考え方 

・指定管理等の事業期間の目安について 

○観光交流拠点に地域住民が集まるような仕組み、本施設を拠点として

村内に波及効果のある、地域資源を活用した事業があれば、提案いた

だきたい。 
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⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2. 建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI事業（BTO）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

９.その他（             ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

福祉施設であるふれあいの郷の敷地内に、温泉を核とした観光交流拠

点を新たに整備する。 

⑥現状及び課題 ○ふれあいの郷（以下、本施設とする。）は、昭和 55（1980）年に「老

人福祉センター」として設立し、現在も村民に親しまれています。 

○一方で、本村では人口減少や飲食店等の減少が進んでおり、この傾向

は更に進むことが予測され、村の活力が徐々に失われていくことが懸

念されます。また、本村は市街化調整区域かつ農業振興地域に位置付

けられていることから、開発が難しく、交流人口が少ないことも課題

です。 

○本施設には観光資源となり得る温泉や足湯がある（年間利用者約７万

人）ほか、近隣にはすこやかセンター温水プール（年間利用者約６万

人）も立地しています。名古屋市に隣接している優位性を活かして、

本施設を交流拠点として再編整備することで、観光入込客数の増加、

村内店舗への誘客、雇用創出、村の魅力発信等、村の活気と魅力づく

りを推進し、交流人口の増加を図ります。 
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○ふれあい温泉は天然温泉であり湯量も豊富である一方で、現状の施設

の規模や機能の面ではさらなる集客は困難です。 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

①利用者のターゲット：観光客等村外在住者だけではなく、村内在住者、

在勤者にも日常的に利用いただくことを想定 

②「ふれあいの郷」内の既設の敬老センター、ふれあい温泉、社会福祉

協議会、シルバー人材センター、さくら作業所の機能は維持し、再整

備の対象外（村民向け） 

③高齢者・障がい者の雇用が生まれる仕組みを作る 

④本施設を観光交流拠点とし、村内全域に経済効果が波及するような仕

組みを構築 

⑤「ふれあいの郷」敷地内に観光交流拠点を整備するが、必要に応じて

段階的な拡張も検討 

⑧事業スケジュール（予

定） 

令和７年度公募資料作成 

令和８年度事業者提案期間 

令和９年度末着工 

令和１０年度末供用開始 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 愛知県海部郡飛島村竹之郷五丁目 43番地 

②敷地面積 【敷地面積】全体 27,824 ㎡うち再整備エリア約 20,000 ㎡ 

【延床面積】2,094.61㎡（既設）←再整備対象外 

③土地利用上の制約 市街化調整区域、農業振興地域 

建蔽率 60％、容積率 200％ 

④所有者 愛知県飛島村 

⑤周辺施設等 「ふれあいの郷」敷地内に敬老センター、ふれあい温泉、社会福祉協

議会、高齢者生きがい活動センター（シルバー人材センター）、さくら作

業所が入居。 

役場、すこやかセンター（温水プール・図書館）、中央公民館、飛島学

園まで約１㎞。 

⑥対象地周辺の環境 名古屋市に隣接し、臨海工業地帯を有しているため昼間人口が夜間人口

の約 3倍。 

本施設を中心とした半径 15km（車で約 30分）県内人口は、約 28万

人。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

 

 

■添付資料 

①：ふれあいの郷再整備基本構想（案） 

②：【A3 概要版】ふれあいの郷基本構想 


